
工法名： 先行二重床工法 No. 2018-内装-01

■工法概要 ■特徴・適用条件・注意事項 等

■写真・イメージ・図面

■検索用分類 　

仮設 繰り返し作業 Q 鳶工

基礎 工程数削減 C 土工

躯体（RC） 標準化・モジュール化 D 鉄筋工

躯体（S） 省人化 S 型枠工

外装 IT化・高効率化 E 左官工

内装 工場製品化・PCa化 鍛冶工

外構 ユニット化 金属工

設備 機械化 内装工

IT化 多能工化・共業化 電工

特殊構工法 VE・設計変更 配管工

2018.04.01

特　許
特許出願中（淡路技建株式会社）
特になし（株式会社トップ工業『トップシステムフロア工法』）
特になし（万協株式会社『床先行工法』）

内装床工事において、”間仕切り壁”よりも先に”乾式遮音二重床”を先に施
工する床先行工法。
ベースパネルに開けた直径４５ｍｍ程度の孔から床下の補強脚を抜き取った
り、新たに取り付けることが可能で、二重床を壊さずに間仕切り壁が移動でき
る画期的な床先行工法となっている。 特　徴

・
効　果
・

メリット

【特徴】
・新たな間仕切り壁を設置する下に孔を等間隔にあけるだけで「着脱式補強ア
ジャスター」の取り付けが可能。
・リニューアル工事で撤去が不要のため、経費が大幅に節約できる。
【工期】
・床を解体することなく間仕切壁の配置変更改修が可能なので、工期短縮が
可能。
【作業性】
・新築、改修共、フラットな床上で間仕切壁を施工するため、作業性が向上。
【環境】
・間仕切り配置変更改修において、既存床を解体しないため、騒音･振動発
生、産廃発生量が抑制され、環境配慮に貢献。

適用条件 ・床仕上げ高さＨ＝６０～４４０ｍｍ程度まで。

メーカー等
淡路技建株式会社(写真）
株式会社トップ工業
万協株式会社など

備　考
・事前に集合住宅のデベロッパー様への承認が必要。
・捨張合板を張らない場合、フローリングﾞの張り向きにベースパネルの張り向
きが左右される。

検討時期 部位・種別 着眼点 効果 職種
Phase0（営業）

Phase1（企画）

Phase2（基本設計）

Phase3（実施設計）

Phase4（施工準備）

Phase5(施工）

写真、イラストは淡路技研株式会社作製

2017/8/29


